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計算可能性と計算量の理論は，離散的・有限的な基本操作を組合せて行われる情報処理の可能性
と限界を語るものであり，その強みは特に離散的な情報（整数値，文字列，グラフ，……）を扱う問
題において発揮されてきた．しかし実数値，実数の集合，実数値函数など「近似による部分的情報
を通してのみ捉えられるもの」も，知的操作の対象である以上，その部分情報の処理に着目した適
切な定式化によって計算理論の俎上に載せることができる．数学的には，位相と連続性に関する諸
概念や，確率・統計・予測についての議論を，計算という視点で構成的に精密化することになる．こ
れにより「微分方程式を解く」「図形を描画する」といった数値解析や計算幾何の問題についても，
離散的な問題と同じように困難さの度合を論じ，その克服に役立てることができる．本講演では計
算可能解析学（Computable Analysis）と呼ばれるこの分野の考え方を紹介し，近年の話題や今後の
展望について述べる．
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